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「翻的］卵巣癌に 対する 自金製剤 の 腹腔内投 与は

多施設 の 検 討で そ の 有効性が確 認され たもの の ，

そ の 至適投 与 硅，併川 薬剤な ど に 関 して は未だ結

論 が 得 られ て い ない ．我 々 は Chatelutの 計算式を

用 い て CBDCA投 与量の 設定 を行 っ たCBDCA（腹腔内

投 与 ： IP），　 GPA（点 滴 静注 ； IV＞併 IH療法 に お け る

Phaselstudyにお い て ，   ChatelutO） 1獺 rlAUσf直

と実測AσC値は腹膜1番種の な い 卵巣癌初発例 に お b

て よ く相関 す る．  腹膜播種例で は矧 亘1治療 で 2つ

の AUC値に相関性を認めない もの の ，治癬後相関性

を認め る よ う に な る。こ と な ど を鰻告し て き た ．

今llilぱ 同 じS 鳳 αyに お い て 血 小板減少率などの 有等

反 応を検討 し，ま た 至適AUC値を求 め た ． ［方法1
卵巣癌初発例初 ｛「］1開腹 時に lnfuse　 A−Portを装着

し ， Day7に CBDCAを 工P投．与，弓「き続 きCPA400mg／m2

を点滴静注 す る ．こ れ を 4週 間毎 に 2コ
』一一

ス 以 L最

大6コ
ー

ス 投 与した ，目標AeC 値 を4よ り3症例毎に

1ず つ step 　up し ， 有害反応 を検討 ．至適AVC値は 1

コ
ー

ス 後 の 々害反応に て 判定 した ．　［成績］17例

40コ ー
ス に て 検対した．l！l↑小板減 少率とPLUCイli

’
1の 桂

関 は   復膜播種 の な い 初1囲症例 で は実？HllAUC値 ，

ChatelutによるAUC値 ，
　Ccpによ るfit　UC｛1［

’

⊂と も強 い

ホロ関 力s
’
／
”
／？」i・め ら 11しノご （rz− O。875 ，r2 −0＿889 ，／ez 　＝

0．962）が 2回以 降相関
・ド1：が 低 ドした．  腹膜播種例

は初剛よ り⊥〔l！小板減少率はどのAUG値 とも相関し な

か っ た．AUC値 7で 2例 Grade4の げ［r小 板減少 を 認 め

たた め 至適AUCf 直は6 と した 。　［＄占論］ CBDCA

（IP＞，
　 CPA（IV）併 ！l｝療 法1こお い て 腹膜播糠の な い

初回投与例で は AuC値と 1／JIJj、板 減少率はよ く相関 し

投 与前の 推定 が 可能 で あるが，播種例および 2回以

降 の ikT　
Ei

で は
tJt
測がが つ きに くく， 投 与量 設定に

注意が 必要で あ る．

旧 醐 rhG −CSF ｛以下 G ）は癌化学療法畦の顆粒

球減少 の治療に応用されてい る．しかしG 投与時

に瞰中アルカリフ ォ ス フ ァ ターゼ （ALP）が上昇

する ことが報告 されてい る。取爾究で そ の メ カニ

ズ ム を検討する こ とを目的とした fi

l方法］化学療法症例 （卵巣癌 1苴例、子宮体癌 2

制1で G 叢与を行 っ た13例を対象とし、同意を

得 て 血溝ALP濃腰、　ALF’
　isoap・me 、末箔甑好中球

アル カリフ iS ス フ ァ タ
ーゼ活性 （以下．NAP 　s仁ore ）、

婢中球形態的成熟度をG 投与前．G 投与開始後 5
〜γ日目、G 投与終了後5〜7 日目に測定 した DG

投与期間は．好中球数が 5  OO1μ L に暦復す る まで

とした。ALP −3とNAP ．
　score の増力蔭率は、（G 投与開

始後 5−7日値）！ （G 投与前値）で求めた。NAP 　score

は朝長らの墓準に従っ た，　 ［成績］ALP は，投与

前の6．54± 廴5 伽 鰄 ±SEM ）KAU から投与後 8．餠

± 1．6KAU へ と有意な上昇を認め、投与中止後は

7．06± i．2　KAU へ と減少した。　 ALP −3嘸中濃度は、

G 投与前 1、91±0．SKAU から投与後 3，43±O，9

KAU へ 有意に上昇し、設与中止後 2．21± O．7　KAtJ

へ 有意に減少 したe 逆にALP −2 は有意に減少 した。

NAP 　score は投与中全例で上昇し、　AエP−3とNAP

score の 増加率の 闇に有意な摺閾 （r＝O．939）　tU〈

αO鋤 が認め られた。 全ての成熟段階の好申球に

NAP 　scoreの誘導が認め られた（Pく   ．05）。　 ［結論I
G 投与時のALP 上昇は ALP 一きの 上昇が主瞳で 。そ

の 起源は末槽血1好中球アルカリフ ォ スフ ァ タ
ー

ゼ

で あると推察された。
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